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平成 26 年（2014 年）3 月 28 日

H E A D L I N E S

政治
「市民プラットフォーム」（ＰＯ）及び「法と正義」（ＰｉＳ）が欧州議会選挙に向けて党大会を実施

シェモニャク国防相がウクライナ情勢をめぐり各国国防相と協議

トゥスク首相が欧州理事会に出席

コモロフスキ大統領がハンガリーを訪問

クリミアのウクライナ人によるポーランドへの難民申請

シコルスキ外相が核セキュリティ・サミットに出席

ウクライナ情勢に対する政府関係者の発言

シコルスキ外相がウクライナを訪問

コモロフスキ大統領による軍高官への年次ブリーフィング
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経済
ＨＳＢＣが経済成長予測を上方修正

過半数のポーランド人がユーロ圏への参加に反対

ポーランドの産業部門の労働コストは７．５ユーロ／時でドイツの１／５

２月の失業率は１３．９％

２月の新規受注が大幅に増加

２月の消費が増加

ＰＥＳＡ社が大胆なビジネスを行った企業としてＦＴ紙から表彰される

タウロン社がワギシャ発電所の新規ユニット建設でＰＩＲ社と協力

トゥスク首相がＥＵのロシアへのガス依存から独立すべきと主張

国有財産省が国有企業間の協力を促す

トゥスク首相がメルケル首相はエネルギー連合の進展を望んでいると発言

トゥルフ発電所石炭火力ユニット新設プロジェクトでの却下判定に上海電力は不服申立方針

大使館からのお知らせ                                                        

大使館広報文化センターの開館時間延長について

東日本大震災義捐金受付について

文化行事・大使館関連行事

在ポーランド日本国大使館

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm
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政  治

内    政

「市民プラットフォーム」（ＰＯ）及び「法と正義」（ＰｉＳ）

が欧州議会選挙に向けて党大会を実施【２２日】

２２日，与党「市民プラットフォーム」（ＰＯ）及び最

大野党「法と正義」（ＰｉＳ）は，５月２５日に実施予定

の欧州議会選挙に向けて党大会を開催した。ＰＯ

党大会においては，トゥスク首相が今次欧州議会

選挙は欧州が今後生き延びられるかどうかを決定

する非常に重要なものである旨述べた。また，同

党大会には来賓としてウクライナのクリチコ・ウダ

ール党党首が出席した。一方，ＰｉＳの党大会にお

いては，カチンスキ党首がＰｉＳの候補者はＥＵの直

面しているネガティブな傾向に対抗する術を知って

いる専門的な陣容になる旨述べた。

外    交

シェモニャク国防相がウクライナ情勢をめぐり各国国

防相と協議【２０～２１日】

２ ０ 日，シ ェモ ニ ャ ク国防 相は ビヤ ウィスト ク

（Bialystok）においてオレカス・リトアニア国防大臣と

会談し，ウクライナ情勢を受け，共同演習等，各種軍

事協力について協議。また２１日にはワルシャワを

訪れたル・ドリアン仏国防大臣と会談。ル・ドリアン大

臣は，ポーランド及びバルト諸国への協力として戦

闘機４機及びＡＷＡＣＳの派遣を提案。さらに同日，

シェモニャク国防相は，ルーマニアを訪問。ドゥシャ

国防大臣と会談し，ウクライナ情勢に関し意見を交

換した。

トゥスク首相が欧州理事会に出席【２０～２１日】

２０～２１日，トゥスク首相は欧州理事会に出席し

た。同理事会では，ウクライナ情勢に関し，対ロシア

制裁の渡航制限及び資産凍結の対象リストの拡大，

ロシアと首脳レベルの協議を実施しない方針等を決

定した他，ウクライナ政府との間で連合協定の政治

部分への署名が行われた。

コモロフスキ大統領がハンガリーを訪問【２１～２２

日】

２１～２２日，コモロフスキ大統領はハンガリーを

公式訪問し，２１日には，アーデル大統領とウクライ

ナ情勢を主要議題とする首脳会談を行った。２２日，

コモロフスキ大統領は，アーデル大統領と共に地方

都市エゲルを訪問し，同地で開催された「ハンガリ

ー・ポーランド友好の日」記念式典に出席した。

クリミアのウクライナ人によるポーランドへの難民申

請【２１日】

２１日，ポーランド国境において，クリミアから逃れ

てきたウクライナ人３２名が難民申請を行った。当初

ウクライナ側は同３２名がクリミア・タタール人である

旨発表していたが，ポーランド国境警備隊は，彼ら

がクリミア・タタール人ではなく５カ月～１８歳の子供

を含む７家族で構成されている旨発表した。

シコルスキ外相が核セキュリティ・サミットに出席【２

４～２５日】

２４～２５日，シコルスキ外相は核セキュリティ・サ

ミットにポーランドを代表して参加した。同外相は，ウ

クライナは１９９４年に，現在まさに国際社会が北朝

鮮に求めていることを実現した，１９９４年のブダペス

ト宣言のような安全保障の信頼性が維持される必要

があり，核保有を目指している国に対し，この種の保

障が信頼できるものであり当該国の将来の利益とな

ることを示すためにも，ウクライナの領土一体性の回

復が非常に重要である旨述べた。

ウクライナ情勢に対する政府関係者の発言【２４，２

６日】

２４日，コジェイ国家安全保障局長官はジェンニク

紙のインタビューにおいて，今後のウクライナ情勢に

ついて①沿ドニエステルを獲得，②軍事力を行使せ

ずウクライナの不安定化と影響力拡大を図る，③緊

張緩和策への移行，という３つのシナリオを予測。残

念ながら３つ目の緊張緩和に向かう可能性は最も低

いとコメント。また，シェモニャク国防相は２６日，ラジ

オ番組内でウクライナ情勢に関連し，ポーランドは安

全であることを強調しつつ，脅威の存在とそれに対

する備えが必要であると発言。

コモロフスキ大統領による軍高官への年次ブリーフ

ィング【２６日】

２６日，参謀本部においてコモロフスキ大統領によ

る軍高官に対する年次ブリーフィングが開催された。

ポーランドの体制転換２５周年，NATO 加盟１５周年，

ＥＵ加盟１０周年，そして現在のウクライナ情勢を受

け，自国防衛の重要性とその基礎となる軍近代化

（特に防空システム）の推進及び予備役の募集・編

成要領改善等について訓示を行った。

シコルスキ外相がウクライナを訪問【２６日】

２６日，シコルスキ外相がウクライナのキエフ及び

オデッサを訪問した。同外相は，キエフにおいて，ヤ

ツェニューク首相及びデシチーツァ外相等と会談した。
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シコルスキ外相は，現在のウクライナは国家を近代

化させる大きなチャンスを有しており，新政権がこの

チャンスを無駄にしないことを期待する旨述べ，ウク

ライナ政府に対してポーランドが地方分権化プロセ

ス，財政歳出改革及び汚職対策に対して助言を行う

ことを提案した。また同外相は，オデッサにおいて，

地方政府関係者との会談，在オデッサ総領事館訪

問，大学における欧州統合に関する講演等を行っ

た。

経    済

経済・財政政策

ＨＳＢＣが経済成長予測を上方修正【２０日】

ＨＳＢＣは，最新の経済予測報告で，２０１４年の

経済成長率を３．０％から３．２％に，２０１５年を３．

３％から３．６％に上方修正した。この先２年間は２

０１３年とは対照的に内需が回復し，ウクライナ問

題及び新興国市場の景気低迷を受け外需は減少

すると説明している。また，２０１４年中の政策金利

引き上げは難しく，為替レートは１ユーロ３．９ズロ

チ程度まで上昇すると予想している。

過半数のポーランド人がユーロ圏への参加に反対

【２６日】

TNS Polska 社の世論調査において，過半数（５

２％）のポーランド人が，通貨ユーロの採用がポー

ランドに悪影響をもたらすと回答した。昨年１２月に

実施した前回調査よりも２％ｐｔ増となった。他方，

わずか１４％がユーロはポーランドに良い影響を及

ぼすと答え，２２％が影響はないと回答した。ポー

ランドはユーロを採用すべきとの回答は計４４％で，

前回調査から１％ｐｔ減だった。

マクロ経済動向・統計

ポーランドの産業部門の労働コストは７．５ユーロ

／時でドイツの１／５【２１日】

ユーロスタットの統計データを基にジェチポスポ

リタ紙が算出した結果によれば，昨年のポーランド

の産業部門の労働コストは 1 時間あたり７．５ユー

ロで，ドイツはポーランドの５倍，逆にブルガリアは

ポーランドの半分だった。前年比では，３．３％増だ

った。ポーランドは西欧諸国と比較すると賃金の安

さが魅力的であるが，他の中・東欧諸国と比べると

それほど魅力的でもない。例えば，リトアニアは同

６ユーロ，ブルガリアは３．５ユーロである。

２月の失業率は１３．９％【２５日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，２月の失業率は

前月の１４．０％及び前年同月の１４．４％より改善

された１３．９％となった。また，２月末の登録失業

数は２２５，５９０人，新規求人は前月の７６，２００

人及び前年同月の８２，８００人より多い９７，４００

人。２５０の組織団体が近い将来公共部門３，１００

人を含む，２３，９００人を解雇予定と発表してい

る。

２月の新規受注が大幅に増加【２５日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，２月の新規受注

は前年同月比で1月の同６．５％増から更に増加し

た１２．５％増となった。前月比では１月の同２８．

２％増から４．７％減に減少。新規輸出受注は，同

年前月比で１月の同５．８％増から２０．１％増に大

きく増加し，前月比では１月の同２７．４％増に対し

０．９％増となっている。

２月の消費が増加【２５日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，２月の小売販売

は前年同月比で１月の同４．８％増から更に上昇し

た７．０％増，前月比では１月の同２１．３％減から

回復した０．６％減となっている。専門家は，前年同

月比６．２％増，前月比１．４％減と予想していた。

ポーランド産業動向

ＰＥＳＡ社が大胆なビジネスを行った企業としてＦＴ

紙から表彰される【２４日】

ポーランドの鉄道車両等製造を行うＰＥＳＡ社は，

フィナンシャル・タイムズ紙とアルセロール・ミッタル

社による，大胆なビジネスを行った企業を称える

「 Boldness in Business 」 表 彰 の 起 業 家 精 神

（Entrepreneurship）部門で，Twitter 社等を抑え，

中・東欧企業として初受賞となった。授賞式に於い

てザボクリツキＣＥＯは，１０年ほど前にほぼ倒産

状態にあった会社にとって本表彰は大きな成功で

あると述べた。ＰＥＳＡ社は技術者を含む約３，７０

０人を雇用し，鉄道車両の製造・改良を行っている。

同社の成功の一つは，２０１２年にドイツの地方の

鉄道会社であるＤＢＲｅｇｉｏ社と１２億ユーロの２０１

８年までの枠組み合意を締結したことである。
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エネルギー・環境

タウロン社がワギシャ発電所の新規ユニット建設

でＰＩＲ社と協力【２１日】

タウロン社（ポーランド第２位の国有電力会社）と

政府系投資会社「ポーランド投資開発（ＰＩＲ）」は，

ワギシャ発電所において，コンバインド・サイクル型

の新規発電ユニット建設に対し，最大７．５億ズロ

チ出資することを保証する契約に署名した。プロジ

ェクト全体では，１５億ズロチ（約５００億円）を要す

ることから，ＰＩＲが最大で半額を担うこととなる。タ

ウロン社は，ワギシャ発電所の１２０ＭＷの石炭火

力ユニットを２０１７年に停止する予定であり，２０１

８年までに電力：４１３ＭＷ及び熱：２６６ＭＷのコン

パインド・サイクル発電ユニットを建設することを計

画している。

トゥスク首相がＥＵのロシアへのガス依存から独立

すべきと主張【２４日】

トゥスク首相は，ＥＵの対ロシア・ガス依存から脱

却する観点から，今回の欧州理事会で，欧州委員

会に対しＥＵの対外エネルギー依存度を引き下げ

るための包括的な計画を６月までに提出するよう

求めるとの結論に至ったことを高く評価した。エネ

ルギー・気候変動パッケージにおける新たな目標

等については，今回の欧州理事会では合意しなか

ったことを評価し，ポーランドが負うことになる負担

に関する詳細な試算結果や，補償メカニズムにつ

いて情報が得られるまでは議論することに反対で

あることを明言した。

国有財産省が国有企業間の協力を促す【２４日】

カルピンスキ国有財産相及びガヴリク副大臣と

１０名以上の大手国有企業の社長，副社長が参集

する首脳会議が開催された。カルピンスキ大臣は，

国有企業の「効率性」を高めることを望んでおり，

主要企業が実行する戦略プロジェクトにおける協

調プログラムを検討している。主要企業には，ＰＺＵ

（保険），ＰＫＯ ＢＰ（銀行），ＢＧＫ（銀行），ＰＫＮオ

ルレン，ロトス（石油精製等），ＫＧＨＭ（銀・銅鉱山），

ＰＧＥ，Ｅｎｅａ，タウロン，エネルガ（いずれも電力），

ＰＧＮｉＧ（石油・ガス），ＰＥＲＮ（石油パイプライン

等），ＰＩＲ（投資）及びＡＲＰ（産業開発）が含まれて

いる。これらの企業の経営者は，戦略計画の見直

し及び優先順位づけや，他の国有企業との提携可

能性について検討を求められる。次回会合は６月

に開催される予定で，国有企業の経営者陣営は，

国有財産省に検討結果を示すことが期待されてい

る。

トゥスク首相がメルケル首相はエネルギー連合の

進展を望んでいると発言【２６日】

ドイツのメルケル首相はプロセスが複雑ではあ

るが，ＥＵエネルギー連合の構築の進展を見ること

を望んでいると，トゥスク首相は述べた。トゥスク首

相は，共通ガス購入戦略は，ロシアによるガスの

影響から欧州を開放する最良で最速の解決策であ

ると述べている。メルケル首相の立場について問

われ，トゥスク首相は，メルケル首相はエネルギー

連合の優位性について疑っていないが，ドイツ企

業がロシアのガスに依存していることから，その構

築が複雑な事態になることを懸念していると述べた。

トゥスク首相は，あらゆる難解性にかかわらず，数

カ国はＥＵにおいてエネルギー連合を形成すべきと

の見方を共有していると述べた。今月初旬には，メ

ルケル首相はワルシャワでドイツ及びＥＵは，共通

エネルギー市場を望んでいると述べたが，ガスを

利用している企業の立場次第であると言及してい

た。

トゥルフ発電所石炭火力ユニット新設プロジェクト

での却下判定に上海電力は不服申立方針【２６

日】

上海電力グループ（ＳＥＧ）は，ＰＧＥ ＧｉＥＫ社（Ｐ

ＧＥグループの発電部門）のトゥルフ発電所の新規

石炭火力発電ユニットの建設に係る入札の判定に

ついて，２８日までに，国家不服申立機関に申し立

てる。同社の提案は，最低価格を提示したにもか

かわらず，却下された。ＳＥＧは，落札した日立パ

ワー・ヨーロッパ社，ＭＨＰＳヨーロッパ社，ブディメ

クス社（建設）及び Eecnicas Reunidas Energia 社の

コンソーシアムが提示した価格よりも１１．７億ズロ

チ低い３０．８億ズロチで新規ユニットを建設するこ

とを提案していた。ＳＥＧ社側は，却下の判定につ

いて，事実に則しておらず，また，公共調達法に反

していると主張しているが，ＰＧＥ社側は，ＳＥＧ社

の提案は技術的及び規則に基づく理由で却下され

たと述べている。今回の入札の判断要素のウェイト

は，価格要素は８５％，技術的要素は１５％だっ

た。

大使館からのお知らせ

大使館広報文化センターの開館時間延長について

毎週月曜日の開館時間を１９時まで延長しています。火曜日から金曜日までは，従来どおり９時から１７時ま
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でのご利用となります。

問合せ先：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，E メール：info-cul@wr.mofa.go.jp，

住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa）

東日本大震災義捐金受付について

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２６年３月３１日（月）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm

文化行事・大使館関連行事

〔予定〕ポ日青年合唱団のコンサート【３月２９日（土）１７：００】

タルノフスキエ・グリ市のタルノグルスキエ文化センターにて，日本とポーランドの青年合唱団のコンサート

「We are the future of the world」が開催されます。

開催場所：タルノグルスキエ文化センター, ul. Sobieskiego 7, タルノフスキエ・グリ市

問い合わせ先：E メール：biuro@tck.net.pl，電話：32 285 27 34

〔予定〕第４回国際新極真空手選手権大会【４月５日（土）】

コビエジツェ市にて，コビエジツェ市文化スポーツセンター主催による，第４回国際新極真空手選手権大会が

開催されます。

開催場所：Hala Sportowo-Widowiskowa, ul. Debowa 20, Kobierzyce

問い合わせ先：E メール：biuro@kultura-kobierzyce.pl; 電話： 71 3111-200

〔予定〕ポーランド相撲選手権大会【４月６日（日）】

ワルシャワ市ファレニツァ区にて，ポーランド相撲協会による相撲大会が開催されます。

開催場所：OSiR, ul. Poezji 5, ワルシャワ市

詳細: www.sumo.org.pl

〔予定〕第１６回ワルシャワ経済大学日本デー【４月８日（火）～１０日（木）】

ワルシャワ経済大学にて，日本デーが開催され，日本に関する講演及び映画上映などが行われます。

開催場所：SGH, al. Niepodleglosci 162, ワルシャワ市

詳細: www.sgh.waw.pl

〔予定〕大山空手選手権大会【４月１２日（土）～１３日（日）】

アンドリホフ市にて，マウォポルスキ空手クラブ，アンドリホフ市の共催による，空手選手権大会が開催され

ます。

開催場所：Hala Sportowa Gimnazjum nr 1, ul. Daszyńskiego 14, アンドリホフ市

問合せ先：E メール mkk@mkk.wer.pl 電話 602 444 306

〔予定〕「砂の女」演劇 【４月２４日（木）】

ウッジ市にて，ウッジ音楽劇場主催による，安倍公房の小説「砂の女」に基づいた演劇の初演が行われま

す。

開催場所：Teatr Muzyczny w Lodzi, ul. Polnocna 47/51, Lodz

詳細：http://teatr-muzyczny.lodz.pl/content.aspx?cmsId=1940

問い合わせ先：bow@teatr-muzyczny.lodz.pl

〔予定〕第８回日本デー【４月２６日（土）～２７日（日）】

ウッジ市にて，ウッジ大学経済社会学部主催による，日本文化デーが開催され，日本に関する講演や日本

武道のデモンストレーションが予定されています。

開催場所：ウッジ大学経済社会学部，ul. POW 3/5, Lodz

詳細：http://www.yakumo-goto.pl/index_jp.html
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〔予定〕欧州相撲選手権大会【４月２６日（土）～２７日（日）】

ワルシャワ市ファレニツァ区にて，ポーランド相撲協会による欧州相撲選手権大会が開催されます。

開催場所：OSiR, ul. Poezji 5, ワルシャワ市

詳細: www.sumo.org.pl

〔開催中〕 「松，鶴，富士山」屏風展示【１月２８日（火）～４月１３日（日）】

クラクフ日本美術技術博物館「マンガ」にて，日本の屏風展示「松，鶴，富士山」を開催中です。

問合せ先・開催場所：「マンガ」日本美術技術博物館（住所：ul. Konopnickiej 26，Krakow，電話：12 267 37 53，Ｅ

メール: muzeum@manggha.krakow.pl，ホームページ: http://www.manggha.krakow.pl/）

この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。

皆様からの情報提供をお待ちしています

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。）

【お問い合わせ・配信登録】

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                            

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。

在ポーランド日本国大使館 newsmail@wr.mofa.go.jp

（ご連絡は電子メールでお願いします。）


